
 

本
市
で
は
、
４
月
よ
り
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
に
加
え
、
製
品
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
つ

い
て
も
分
別
収
集
を
開
始
し
て
い
ま
す
。 

 

４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
半
年
間
に
お
け
る
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
の
１
日
当
た
り
の
資
源
化
量

（
※
）
は
、
前
年
に
比
べ
て
約

１０

％
増
加
し
ま

し
た
。 

市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
に
よ
り
順
調

な
滑
り
出
し
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
家
庭
ご
み
の
中
に
は
、
ま

だ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
引
き
続
き
、
一
層
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。   

※
収
集
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
か
ら
、
不
適

物
を
取
り
除
き
、
再
資
源
化
し
た
量 

 

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
】 

◎
汚
れ
は
、
固
形
物
が
残
ら
な
い
程
度
に
、
拭

き
取
る
か
、
軽
く
す
す
ぐ
等
し
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

◎
チ
ュ
ー
ブ
類
は
、
中
身
を
使
い
切
っ
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。 

第101号（2023年12月号） 

１ 仙台メビウス通信 №101 

この通信もリサイクルできます。「雑がみ」として分別しましょう。 

仙台メビウス通信 №101 

ごみ減量・リサイクル

推進啓発キャラクター 

メビウスちゃん 

●編集・発行 仙台市環境局家庭ごみ減量課 
●電   話 ２１４－８２２６ 

プラスチック資源化量約10％増！ 他 ················ １Ｐ 

深沼海岸で漂着物の組成調査を実施しました ·············· ２Ｐ 

仙台市環境局からのお知らせ 他 ··················· ３Ｐ 

令和4年度活動報告書の集計結果をお知らせします ··········· ４Ｐ 

４ 

 

ご
み
集
積
所
に
正
し
く
分
別
さ
れ
て
い
な

い
ご
み
袋
が
出
さ
れ
て
い
る
と
、
気
に
な
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。 

 

中
身
を
確
認
す
る
た
め
に
ご
み
袋
を
開
封

す
る
行
為
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
に
あ

た
る
恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
感
染
症
の

リ
ス
ク
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
分
別
さ
れ
て
い

な
い
ご
み
袋
を
見
つ
け
た
際
に
は
絶
対
に
開

封
し
な
い
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

環
境
事
業
所
で
は
、
ご
み
の
分
別
や
出
し

方
な
ど
、
ご
み
集
積
所
の
改
善
に
関
す
る
お

手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
事
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 
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令和４年度活動報告書の集計結果をお知らせします 
 

 クリーン仙台推進員の皆さまには、年1回「活動報告書」を提出いただいております。令和4年度の

活動報告書の集計結果がまとまりましたのでお知らせいたします。 

 

 

①クリーン仙台推進員としての活動内容とその頻度について 

 活動内容として最も多かったものは、ごみ集積所の点検・見回りで、毎日または週数回活動してい

るとの回答や、ごみ集積所の清掃の

割合も高く、常に集積所とその周辺

に目配りをいただいていることが、

町内のみなさんが気持ちよく集積所

を使い、生活環境を清潔に保つこと

につながっています。 

 また、町内会報等への環境記事掲

載や町内会への報告や呼び掛けを

行っている推進員も過半数を超えて

いました。集積所の利用方法や正し

いごみの分別方法に加え、ごみの減

量・リサイクルに関する情報などに

ついても、地域の皆さまへの周知に

ご協力をお願いいたします。 

  

 

②クリーン仙台推進員として活動した感想について 

 活動した感想は、「思うように活動ができな

かった」と回答した割合が43％と一番多く、昨

年度もまだコロナや仕事・体調等の理由により

活動が思うようにいかなかったという感想をい

ただいています。活動については、例えばメビ

ウス通信に同封されているチラシの回覧や掲示

など皆さまの無理のない範囲でできることから

実施をお願いいたします。 

 2番目に多かったのは「やりがいがあった」

で、28％でした。集積所の修繕ができた・住民

参加の清掃活動を実施したなど、地域のみなさ

んと協力しながら目標を達成できたことが、や

りがいにつながっている方が多いようです。 

  

 

 環境事業所では町内会でごみ分別について学べる「出前講座」、家庭ごみ減量課ではワケルくんバ

スに乗って環境施設を見学する「環境施設を見る会」も行っております。地域の方々との勉強会にぜ

ひご活用ください。 

 各区の環境事業所では、不適正排出や集積所に関するご相談をお受けし、改善へ向けたお手伝いを

しています。お困りの際は、お気軽にご相談ください。※連絡先は１Pをご覧ください 

 

問：家庭ごみ減量課 ２１４－８２２７ 

 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
化
量
約
10
％
増
！ 

 

（単位：％） 

質問項目 毎日 週数回 月数回 年数回 なし 

ア.ごみ集積所の清掃 5.6 30.0 34.0 19.9 10.5 

イ.ごみ集積所の点検・見回り 11.5 34.8 35.9 15.4 2.4 

ウ.ごみ集積所での分別啓発 1.1 13.0 22.7 39.7 23.5 

エ.ごみ集積所の改修 1.1 3.9 10.2 58.8 26.0 

オ.チラシやポスターの作成 0.5 1.6 6.0 36.3 55.6 

カ.町内会報等へ環境記事掲載 0.8 2.1 9.1 42.8 45.2 

キ.町内会へ報告や呼びかけ 0.5 3.0 20.6 54.9 21.0 

ク.まち美化活動 2.3 5.9 18.6 48.2 25.0 

ケ.不法投棄巡視パトロール 3.4 11.7 18.7 32.2 34.0 

コ.環境に関する勉強会の実施 0.4 1.0 2.8 18.9 76.9 

 

ご
み
袋
は
開
封
し
な
い
で
く
だ
さ
い  

 
 

 
 

 

■
ご
み
集
積
所
な
ど
に
関
す
る
相
談
窓
口 

 
 
 

《環
境
事
業
所
連
絡
先
一
覧
》 

青
葉
環
境
事
業
所

 
 

２
７
７-

５
３
０
０ 

宮
城
野
環
境
事
業
所 

 

２
３
６-

５
３
０
０ 

若
林
環
境
事
業
所

 
 

２
８
９
‐２
０
５
１ 

太
白
環
境
事
業
所 

２
４
８
‐５
３
０
０ 

泉
環
境
事
業
所

 

７
７
３
‐５
３
０
０ 

OK! 

NG! 

 
中
身
が
残
っ
て

い
る
チ
ュ
ー
ブ

類
の
混
入
が
増

え
て
い
る
ニ
ャ 



３ 仙台メビウス通信 №101 仙台メビウス通信 №101 ２ 

 

 

◆
年
末
の
大
掃
除
に
向
け
て 

 

粗
大
ご
み
等
、
ご
自
宅
か
ら
ま
と
め
て
ご
み
を
出
す
際
の
注
意
点
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◎
「
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
は
混
み
合
う
時
間
帯
を
避
け
て
ご
利
用

く
だ
さ
い 

 

仙
台
市
で
は
、
粗
大
ご
み
の
収
集
申
し
込
み
を
「
粗
大
ご
み
受
付
セ

ン
タ
ー
」
に
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

 

「
粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー
」
は
、
月
曜
日
な
ど
休
日
明
け
の
午
前

中
（
特
に
９
時
～
10
時
）
は
電
話
が
大
変
混
み
合
い
ま
す
。
ご
利
用
の

際
は
、
混
み
合
う
時
間
帯
を
避
け
る
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

 

年
末
年
始
は
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
ま
で
休
業
し
て
お
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
お
申
し
込
み
い
た
だ
け
る
品
目
も
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
24
時
間
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご

活
用
く
だ
さ
い
。 

 
<

粗
大
ご
み
受
付
セ
ン
タ
ー> 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

電
話 

７
１
６-

５
３
０
１ 

   

◎
12
月
29
日
と
30
日
は
葛
岡
工
場
と
今
泉
工
場
が
営
業
し
て
い
ま
す 

 

燃
や
せ
る
ご
み
や
粗
大
ご
み
等
の
自
己
搬
入
を
受
け
付
け
て
い
る
葛

岡
工
場
（
青
葉
区
）
と
今
泉
工
場
（
若
林
区
）
は
、
年
末
の
12
月
29
日

及
び
30
日
も
通
常
通
り
営
業
し
て
お
り
ま
す
。 

 

混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
利
用
の
際
は
時
間
に
余
裕
を
も
っ

て
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

 

年
末
年
始
は
、
12
月
31
日
～
１
月
３
日
ま
で
休
業
し
て
お
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

 
 

<

葛
岡
工
場> 

電
話 

２
７
７-

５
３
９
９ 

 
 

<

今
泉
工
場> 

電
話 

２
８
９-

４
６
７
１ 

仙

台

市

環

境

局 

か
ら
の
お
知
ら
せ 

クリーン仙台推進員初任者研修を実施しました 

  新たにクリーン仙台推進員として委嘱された方々を対象に、８月～１０月にかけて「クリーン仙台推進

員初任者研修」を開催しました。研修会は区ごとに開催し、青葉２５名・宮城野２３名・若林１３名・太白

３８名・泉２８名の計１２７名の皆様にご参加いただ

きました。 

 研修では、クリーン仙台推進員の役割や、資源とご

みの分け方・出し方など、クリーン仙台推進員として

必要な基礎知識の他、４月から開始したプラスチック

資源の分別回収や１０月に変更した雑がみの出し方に

ついて学びました。 

 また、少人数のグループに分かれ、「模擬ごみ」を使

用したごみの分別体験をしていただきました。参加者の

皆さまからは、「とても勉強になった」「これからはよ

く見て分別したい」など、大変好評でした。 

 今回のメビウス通信には、今年度実施した研修会の資

料を同封しておりますので、今後の活動の際にご活用く

ださい。   問：家庭ごみ減量課 ２１４－８２２７ 

第101号（2023年12月号） 第101号（2023年12月号） 

深沼海岸で漂着物の組成調査を実施しました 

近年、海に流れ出たごみが生態系に及ぼす影響が懸念されています。家庭ごみ減量課では海

に流れ着いたごみの実態を把握するために、令和５年６月に若林区の深沼海岸で漂着物の組成

調査を実施しました。 

１ 調査手法 

 ・国のガイドラインに基づき、海岸の50ｍ×30ｍ四方を区画し、区画内の漂着物を回収。 

 ・回収した漂着物を10分類し、重量を測定。 

 ２ 調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流木などの自然物（9.0㎏）に次いで、プラスチックごみ（プラスチック及び発泡スチロー

ル）が多く回収される（1.8㎏）という結果となりました。 

 回収したプラスチックを分けてみると、ペットボトルや食品容器など、私たちがよく目にす

る身近なごみが多くみられました。 

マイボトルやマイスプーン、マイバッグを持ち歩くなど使い捨てプラスチックを使う機会を

減らす、使用したプラスチックは正しく分別してごみに出す、ポイ捨てをしない、といった一

人一人の行動の積み重ねが海洋プラスチックごみの削減につながります。暮らしの中でできる

ことを始めてみませんか。 
 ↓プラスチック類 

ペットボトル→ 

分類 重量kg 重量比％ 

プラスチック 1.8 16 

発泡スチロール類 0.1 1 

布類 0 0 

ガラス・陶器類 0 0 

金属類 0.1 1 

紙類 0.1 1 

ゴム類 0 0 

木製製品 0 0 

その他人工物 0.2 2 

自然物 9.0 79 

計 11.3 100 

問：家庭ごみ減量課 ２１４－８２２６ 

太白区の様子 

泉区の様子 


